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＜連絡事項＞

・本日、電子カルテサーバーのメンテナンスがあります。本番用は16：00～16：30、テスト用は16：30～17：00の間使用できなくなります。
・創立記念式典・祝賀会が11/3（金）18:30（受付18:00開始）～21:30に八戸プラザホテルアーバンホールで開催されます。不参加届の提出は10/15（日）までに大谷地さんへ提出してください。

・作業時間の変更に伴い、入浴について本日より火曜日と木曜日は男性から、土曜日は女性から実施していくこととしています。
・電子カルテの入力について、フローシートの日勤帯のサインはリーダーが入力します。フローシートの入力は介護業務としバイタルを準夜帯、食事と服薬を深夜帯で入力してください。

・発熱者やPL、漢方が処方となった場合はサーベイランスへの入力を行ってください。

・明日入院予定あります。詳細は下記へ記載しています。
＜患者様連絡事項＞
山口　富蔵様～10/4　9：30より介護認定調査実施予定となっています。

＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・若松　澄子様～塗り絵を見せたりし穏やかに診察行っている。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
・若松　千代司様～物忘れの自覚はある様子。パン食への変更を希望しているが主治医の説明に渋々了承しています。

・泉川　ケイ子様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・山口　良枝様～家族勉強会をしたが外泊中に夫が病気を理解している様子はあまりなかったとのこと。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。退院日は10/7（土）とし、14:30に認知行動療法と家族勉強会実施後に退院となります。
・成田　賀枝様～入室時歩行困難訴えることありますがそれ以外は問題なく歩行できています。腰痛の訴えある為、痛みがひどい場合は1日2枚貼付してもよいこととなっています。
・石井　幸子様～昨日青陽館の体験利用行っていますが積極性無いこと報告しています。臨時薬はリスペリドン減薬アリピプラゾール追加となり7日分処方となっています。今後も青陽館の体験利用をすすめ慣れたころに退院を調整していくこととしています。

・高橋　伸治様～腰痛持続しているため、ロキソプロフェンが7日分継続処方となっています。

・犹守　佑太様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・袴田　将志様～臨時薬はエスタゾラムがブロチゾラムに変更となり7日分処方となる。
・高橋　義明様～幻聴はまだあるとのこと。臨時薬はルーランが追加となり7日分処方となっています。

・大光　雄人様～本日より認知行動療法実施しています。最初本人のみ入室し後から母様も診察へ同席していますが問題なく行えています。今後は火曜日と金曜日（15：30）に診察を実施し、金曜日のみ母様が同席することとなっています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
＜皮膚科診察＞

・松永　勘五郎様～頭部の落屑あるが掻痒感の訴えはありません。同処置継続の指示でデルモゾールローションが1本処方となっています。

・大上　なみ様～両趾間の発赤と落屑は軽減してきており、同処置継続の指示でエキザルベとテルビナフィンクリームが各1本処方となっています。
・山口　富造様～躯幹、両前腕の皮疹は軽減し掻痒感の訴えもありません。同処置継続の指示でオイラックスクリーム2本、タベジール7日分処方となっています。

・竹洞　聡様～左耳介と左手間に発赤と掻痒感訴えありデルモゾールDP軟膏塗布の指示あり、処方となっています。

・續石　啓介様～仙骨部はアズノール塗布のみ、右下肢と顔面の皮膚状態へ変化ないため同処置継続の指示となり、ゲンタマイシン軟膏、アズノール軟膏各1本処方となっています。
・小笠原　文人様～デルモゾールDP軟膏1本処方となっています。

・佐々木　睦子様～テルビナフィンクリーム、デルモゾールDP軟膏各1本処方となっています。

・松谷　さと子様～オイラックスクリーム1本処方となっています。

・清水　徹様～ロコイド軟膏、テルビナフィンクリームが各1本処方となっています。

＜定期薬変更＞

・成田　賀枝様～フルボキサミンマイレン酸塩が止めとなっています。
・若松　千代司様～アロプリノールが止めとなっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～昨晩風邪症状について妄想発言聞かれています。本日は風邪症状の訴えのみで妄想発言はありません。風邪症状改善してきているとのことなので臨時薬は飲みきり終了の予定としています。

・松永　勘五郎様～治験薬の拒否は無く応じています。本日も落ち着かない様子ありますがプログラムへ参加し、余暇はBホールでテレビを観て過ごしています。治験薬の貼付状況や精神症状の変化に注意していきましょう。

・上川原　豊様～表情の硬さありますが問題行動はありません。水曜日の買い物希望しているため、青陽館の体験利用は午後のみとしています。私物を置いて来ようとすることある為、私物の持ち込みが多いようであれば注意していくこととしています。帰院時の荷物の確認や精神症状の変化に注意していきましょう。
・夏坂　浩美様～嗜好品がなくなったことで落ち着きのなさ見られていますが、本日母様面会時に差し入れがあると落ち着いています。

・大橋　照子様～食事は1/5～1/3の摂取。起き上がり困難さあり介助要しています。尿失禁続いているため、リハビリパンツの使用をすすめてください。
・工藤　綾子様～食事は1/3～2/3の摂取。MA-8プラスが溜まっているためいったん止めとすることとしています。ご家族へ電話をして急変時の対応について確認をしてください。

・金山　辰巳様～バイタル異常はなく歩行状態も改善見られています。まだ軽度のフラツキある為、歩行時の転倒に注意していきましょう。

・小笠原　文人様～自室で急に叫ぶことあり、介入には「自衛隊が叫んだ」「CDが無くなった」などまとまりなく話すことあります。プログラム中も奇異行動見られ集中できずにいます。診察時に情報提供していきましょう。

・佐々木　康子様～昨日より粗暴行為、退院に関する発言聞かれるなど病状悪化見られています。他者トラブルに注意し所在確認を行っていきましょう。

9/27もしくは10/2以降（ご家族様の連絡待ちです) 入院予定患者様のご報告を致　

します。

　　

　患者氏名：高村　七海様

　生年月日：平成12年11月7日　16歳

　性　　別：女性

　病　　名：ARMS(統合失調症全駆期疑い)

　入院形態：任意入院予定

　主治医：伊藤Ｄｒ

　（経過）

　3人兄弟で(2子)で兄が統合失調症で当院通院中。中学生時代教師に挨拶の指導を受けたことで不登校となる。H28年頃より倦怠感出現、物事に取り組めない、気分の落ち込みあり。急に口数が少なく、感情が激しくなったり(数か月に一度)していた。また、いつからか不明であるが周囲が気になる症状あり。食事は摂るがおいしいと感じず、空腹を感じ

　ても自室から出て食べるのがおっくうという理由などで食事は1日1食で自室に引きこもりがち、昼夜逆転の生活となっていた。当院初診日H29年5月30日。服薬治療開始し食事は1日２食まで増加したものの、9/26(火)外来受診時　「生きていくのが辛い」と流涙する姿あり。また死に対しては「痛いの嫌」と活動性なく、現在企図はない。本人様「服薬は初めの何回か飲んだだけであとは忘れていた」と発言あるも父様は毎回母親が本人へ服用させているようだっだが」とのこと。症状改善、服薬コントロール目的にて西病棟Aユニットへ任意入院予定となる。

